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　今回の研究では，アフリカ諸国のうち，英連邦に所
属する国々の憲法が定めている基本的人権の保障規定
について，その法源と性格について検討した。
　英連邦アフリカ諸国は，すべて共和制か独自の王制
国家（レソト，スワジランド）であるが，英連邦構成
国として多くの点で共通性を有している。ことに憲法
成文は，独立当初イギリス議会の議決によって認めら
れた英国王の発する独立命令（lndependence　Order）
の中に書かれたものに依拠しているので，その構成，
内容に共通するところが多い。人権条項についてもも
ちろんそのことがいえるのであるが，国によってはそ
れぞれ特徴的な傾向を示すようになってきている。
　当初，私はこれらの憲法の人権条項はインド憲法が
参考になったのではないかと考えていた。それには理
由があった。というのは英連邦アフリカで最初に独
立したガーナ（サハラ以南のアフリカ全体でも最初で
あった）の1957年憲法には，まとまった人権条項が存
在しなかったが，おくれて独立した東アフリカのウガ
ンダ（1962年），ケニヤ（1963年）憲法にまとまった
人権条項が採用され，それがその後の憲法の共通した
スタイルになっていると思い，そしてまたケニア，ウ
ガンダでは当時インド人の影響がきわめて大きかった
からである。
　しかしこのことは私の早合点で，実はナイジエリア
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の独立会議及びケニアの植民地時代の憲法会議（いず
れも1960年）ですでにヨーロッパ人権条約を下敷とす
ることが論議されそれが採用されており，しかも現在
の一般的な形に整理された最初の憲法はシエラレオン
（1961年）憲法であった。
　さてこうしてつくられた英連邦アフリカ諸国憲法の
人権条項であるが，一見して特徴的なのは生存権や労
働権などの社会権がみごとに欠落していることであ
る。それは平等権や自由権など自然法思想にもとつく
市民的自由に対する諸権利の保障のみを規定したヨー
ロッパ人権条約をそのまま継受した結果であるという
ことができる。にもかかわらず独立後アフリカ諸国は
いっせいに社会主義化を標榜した政策をかかげてきて
いる。英連邦圏でもケニヤ，タンザニア，ザンビアな
どではそれが憲法的基礎となっている。この社会主義
化政策と憲法の人権条項の構造，体質とはどのように
調和させることができるのか興味あるところである。
　アフリカ諸国はしかしながら多方面にわたって，あ
るいは後退，停滞し，あるいは前進，発展が著しいと
いう変化に富んだ情況下にある。だから，憲法成文が
動かなくても現実の人権保障構造には大きな変化がお
こりつつあるものと考えられる。このような現実面の
変化の詳しい全体を知ることは困難であるが，本研究
ではこれら諸国の憲法の人権条項の全体系と比較的近
代化のすすんでいる国の中から，その特性をとりあげ
て二，三の国の人権保障のあり方を検討してみた。そ
れらの国とはケニヤ，タンザニア，ナイジエリアであ
る。
　ケニヤについては，英連邦アフリカ諸国中独立後現
在までもっとも政情の安定している国であるので，法
制が比較的整備されているから，これらの法制の中で
人権立法がどのような傾向をもっているかを考察して
みた。タンザニアについては，憲法で人権条項をもた
ない数少い国の一つであるが，一方で政策として社会
主義化へ努力しており，ウジヤマー村制度は有名であ
る。このような政策が人権保障にどのような影響を及
ぼしているかを考察した。さらにナイジエリアについ
ては，アフリカ諸国に続発しているクーデター後の軍
事政権が，国民の人権にどのように対処しているかと
いう一つのケースとしてとりあげてみたものである。
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